
報告第３３号                 平成１５年１０月９日承認  
 

市民部会市民活動分科会の事務事業調整方針について  
 
 市民部会市民活動分科会の事務事業調整方針について別冊のとおり本協議会

に報告し、その承認を求める。  
  平成１５年１０月９日提出  
 

                 津地区合併協議会  
                     会長 近 藤 康 雄  



報告第３３号

津 地 区 合 併 協 議 会

協 議 会 報 告 項 目

市 民 部 会

市民活動分科会　６-２



１回 ２回 ３回

6 - 2 - 1 7/17 7/30

6 - 2 - 2 9/13 9/18

6 - 2 - 3 7/17 7/30

6 - 2 - 4 9/13 9/18

6 - 2 - 5 7/17 7/30

6 - 2 - 6 9/13 9/18

6 - 2 - 7 9/13 9/18

6 - 2 - 8 7/17 7/30

6 - 2 - 9 9/13 9/18 協議会協議項目

6 - 2 - 10 7/17 7/30

6 - 2 - 11 7/17 7/30

6 - 2 - 12 7/17 7/30

6 - 2 - 13 7/17 7/30

6 - 2 - 14 7/17 7/30

6 - 2 - 15 7/17 7/30

6 - 2 - 16 7/17 7/30

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

市民交流計画

支所・出張所会議室の開放

クリーン津推進協議会支援

地域づくり等振興事業

暴力追放宣言

暴力追放各地区市町村民会議

地区防犯協会

各市町村防犯協会事務

防犯灯設置補助等

消費生活モニター制度

市民活動センター運営管理業務

市政モニター制度

コミュニティ施設整備計画

会館運営管理業務

市民センター運営管理業務

三重県消費生活講座受講生旅費支給



1

2

3

分　   科　   会

- - -

芸　濃　町

市民活動分科会

美　里　村 安　濃　町

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会 市民部会

関　係　項　目

市民交流計画

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

- -生活と地域社会とのつながりは、取り
巻く環境の変化の中で希薄化し、高
齢化の進展などを背景として地域自
らが取り組むべき課題も多くなってき
ているのが現状である。自治会など
特に地域組織（自治会・地区婦人会・
地区体育振興会・地区子供会育成者
連絡協議会等）を基盤として行われる
活動や人々の価値観の多様化などと
あいまって、ますます活発化する生涯
学習等活動分野も幅広い領域に及ん
でいる。行政として、活動の条件整備
に努め 、市民相互の多様な交流によ
る心豊かな地域社会の形成を目指し
ている。

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町

- --支所・出張所会議
室の開放

平成８年１１月から使用団体登録
申請を提出して許可された団体
に、支所（９支所）に備えられてい
る会議室・和室を無料で開放して
いる。

支所はあるが開放は行っていな
い。

支所の会議室は、公民館で管理
しており、現在も開放している。

クリーン津推進協
議会支援

クリーン津協議会の事業に補助
金を出して、市民自ら津市を美しく
しようという意識向上をねらってい
る。

- - - - -
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新市に移行後、新市民交流計画を策定する。
○　津市市民交流計画の策定に当っては、コミュニティづくりの原点が地域であること
から、地元自治会をはじめ各種団体の声が反映されるよう、アンケート調査や懇談な
どを行うとともに、コミュニティ施設である市民センターや公民館の館長との意見交換
を行ってきた。
○　新市においても、新たな市域の中での計画づくりは地元懇談会やアンケート調査
を行うことで策定していく必要があることから、新市に移行後３年程度を目途に調査期
間を設け策定していく。

- -- -

調　整　の　内　容

調整の具体的内容
香 良 洲 町 一　志　町

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

美　杉　村白　山　町

-

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

１．新市に移行後も、当分の間現行のとおりとし、随時調整する。（合併後３年程度）
２．新市に移行後も、当分の間現行のとおりとし、随時調整する。（合併後３年程度）
３．廃止の方向で調整する。

平成２年より役場出張所に併設
管理している多目的研修集会所
において、町関係団体等の依頼
に応じて貸し出しを行っている。
（使用許可申請書の提出をう
け、許可書を発行）

各旧村単位で４つの出張所があ
るが開放していない。

旧村単位で、６出張所（地域住
民センター併設）があり、住民セ
ンターと連携、連絡調整を図り地
域振興を推進していることから、
会議等に無料開放している。(公
民館的施設）

地域のコミュニティー活動を支える基本的な施設として、新市においても継続し、未開
放の市町村についても可能な施設から開放する方向で調整する。

助成金は廃止の方向で調整する。
なお、実施主体である商工会議所をはじめ各種団体において、広域的活動へと広がり
があれば調整する。

- - - -
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4

6

7

- - -

津安芸防犯協会
・津市に同じ

暴力追放各地区市
町村民会議

区　　　　　分

専　門　部　会 市民部会

市民の良識を結集し、真の勇気と不
屈の態度をもって、暴力追放を強力
に推進し、明るく住みよい津市を作る
こと。

・暴力追放宣言 ・暴力行為追放のまち宣言

昭和５３年１２月１５日議決 昭和５３年９月２７日議決

- ○まちづくり協働事業補助金
　自治会主体のまちづくりを目的と
した地域の新たな絆と連帯、地域文
化の創造、伝承、自治意識の高揚
等につながる創造的な事業を補助
する。（１４年度終了）
  まちづくり協働事業としては、１４
年度で終了したが、平成１５年度・１
６年度と補助率を変更して「久居市
地域活性化ふれあいまちづくり事
業」を実施することになった。 １５年
度予算４８０万円

協　議　項　目

関　係　項　目

地域づくり等振興
事業

久　居　市

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

安　濃　町
○地域振興助成
地域の振興を図り、住民の福祉に
寄与することを目的とし、各地域で
自主的に進める施設整備（簡易水
道、道路補修、消防機材等）などに
対して助成する。平成１４年度実績
で２地区自治会へ６４３万円

【分担金】
２６円×１０月１日現在住民登録者数

【分担金】
５０円×１０月１日現在住民登録
者数

5

津安芸防犯協会
・津安芸地域安全ニュースの発行(各
自治会回覧)、防犯少年スポーツ大会
の開催及び、津まつり会場において
啓発活動を実施。

久居・一志地区防犯協会
・パトロールを中心とした啓発、
防犯活動

地区防犯協会

法と秩序を無視した暴力行為を未
然に防止し、青少年の健全育成、
地域住民の平穏な生活を求め、全
ての暴力行為も許さぬ不屈の態度
をもって常に監視を続け、これを根
絶して明るく住みよい市民生活を守
ることを宣言した。

暴力追放久居・一志地区市町村
民会議事務
・役員会及び総会、研修会

暴力追放宣言

暴力追放津安芸地区市町村民会議
事務
・暴力行為等の排除に係る住民意識
の高揚のため、電光表示広報街頭啓
発活動・各種啓発活動・連絡体制の
強化等を実施している。
・年１回役員会及び総会並びに優良
団体表彰を行う。

芸　濃　町 美　里　村

分　   科　   会 市民活動分科会

-

津　　　　市
○自慢できる村づくり事業
住民の自主的で総意と工夫にあふ
れた環境保全、景観整備、活性化
のための諸事業に対し、事業の一
部を助成し、地域づくり団体の活動
を助長する目的である。
内容　地域の景観整備及び景観創
出活動　環境保全活動　集客効果
のあるイベント及び展示活動等で主
なものとして辰水神社干支づくりな
ど５団体に例年２５０～３００万円補
助
事業推進のための調査研究　助成
金
ソフト事業　２０万円以内×８０％＝
１６万円以内
ハード事業　５０万円以内×９０％＝
４５万円以内

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

○ふるさとおこし事業
平成１４年度からの実施で、町
民の自主的な地域づくり事業
（ハード、ソフト）に対して補助す
る。
自治会、環境保全団体が主な団
体
補助限度額50万円で補助率
9/10
例年１０団体へ補助
１５年度予算　５００万円（１０件）
県補助の生活創造圏づくり補助
金を活用（２年間事業）

河　芸　町

同左

・同左

同左

・同左

津市に同じ

・津市に同じ

同左

・同左

-

同左 同左同左
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同左

・同左

久居市に同じ

・久居市に同じ

同左

・同左

同左

・同左

暴力追放の諸施策を推進するととも
に、村民の１人ひとりが、いかなる
暴力行為も許さぬ不屈の態度をもっ
て常に監視をし、犯罪を防止すると
共に地域の治安維持を図り、明るく
住みよい村民生活を守ることを宣言
する。

・暴力行為追放宣言 - ・暴力行為追放の村宣言

昭和５４年９月２８日議決

青少年の健全育成、地域住民の平
穏な生活を希求する一志町におい
ては暴力追放の諸施策を推進する
とともに、町民一人一人がすべての
暴力行為も許さぬ不屈の態度をもっ
て常に監視を続け、これらを根絶し
て明るく住みよい町民生活を守るこ
とを宣言する。

調整の具体的内容
一　志　町 白　山　町

○地域づくり推進補助
住民主体の活力あるまちづくり
（地域づくり）を推進するため、地
域住民の自主的な参加と創意
工夫により、新たなまちづくりへ
の取り組みや地域の特色を活か
した魅力あるまちづくり（地域づく
り）活動に対して支援している。
事業費の１／２補助で２０万円
限度
補助実績　１３年２件４０万円
　　　　　　 　１４年１件２０万円

-

美　杉　村

調　整　の　内　容

４．新市に移行後、速やかに調整する。（合併後１年程度）
５．新たに制度を制定する。（合併と同時）
６．新市に移行後、速やかに調整する。（合併後１年程度）
７．新市に移行後、速やかに調整する。（合併後１年程度）

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

産業振興の中で、地域おこし事
業実施団体に助成を行い、イベ
ント等を通じて地域の活性化を
図っている。
村づくり仕掛け人チームによる
村内イベントの開催に対しての
補助
１５年度予算　１件　８０万円

市民活動団体の個々の事業に対する助成及び期限付きの事業は合併を契機に見直
していく。
現在、継続事業として実施されている事業については、当該年限まで実施していくもの
とする。
なお、地域振興に関わる各種活動については、商業及び観光面等から新たな制度に
向けた調整を行う。

香 良 洲 町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

-

組織については一元化する方向で調整する。

組織については一元化する方向で調整する。

新市においても、暴力追放宣言を行う方向で調整する。-

昭和５９年７月２５日議決

同左同左同左・久居一志防犯協会
久居市に同じ
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8

9

様式４

【街路灯（水銀灯）】　村　２基【街路灯（水銀灯）】　町　２基 【街路灯（水銀灯）】　　-

【防犯灯】　自治会
　　（１灯最高10,000円）

分　   科　   会

【防犯灯】　市　２５０基
　　　　　　　自治会　３,２６１基
　 経費の1/2（上限10,000円）

【防犯灯】　町　７８８基
　　　　　　　自治会　５２８基
　（10，000円以上60/100以内補助）

・自治会が防犯灯を設置後、工事費
支払い領収書の写しを添付し防犯
灯新設補助金交付申請書提出。

自治会等から街灯（防犯灯等含む）
の新設及び修理について要望があ
れば審査後、補助する。

河　芸　町

町内の自治会から防犯灯の設置要
望により審査後、補助する。

・委員数２０名
・任期１年
・報酬無し
・会長、副会長、会計は各１名
　監事２名
　会長は助役、副会長は津市自
　治会連合会長
　委員は各地区自治会連合会長
　防犯連絡責任者を自治会長に
　依頼
・防犯灯の設置補助を主体とし、
防犯思想の啓発に努めている。

河芸町防犯協会

【修繕】町、自治会（補助は10,000円以
上について事業費の3分の2）
H14実績　自治会84,000円(町補助分)

【管理】　自治会 【管理】　市、自治会

【街路灯（水銀灯）】　市 【街路灯（水銀灯）】　市

【通学路灯】　　－

【街路灯（水銀灯）】　町

【通学路灯】　　－

【設置】　自治会
H14実績　自治会　　　1,880,900円

【設置】　市、自治会
H14実績　市　　　　472,500円
H14実績　自治会　492,475円(市補
助分)

【電気料】　自治会 【電気料】　年１灯１,１００円
H14実績　3,639,900円(市補助分)

【電気料】　補助なし 【電気料】　町、自治会
H14実績　　町　　391,969円

【通学路灯】　　－

【修繕】　自治会 【修繕】　市、自治会 【修繕】　町、自治会
H14実績　町　1,816,078円

【管理】　町、自治会

※町管理の防犯灯・街路灯・通学路
灯を一括して防犯灯として取扱って
いる。
※維持経費の補助金を廃止するの
は難しい。
※安濃町防犯協会への補助はな
し。

【電気料】　村 【電気料】　町、自治会
H14実績　　町　282,570円

【通学路灯】　町　４８基

【修繕】　１灯5,000円
H14実績　　自治会　95,550円(町補
助分)

※１自治会１年度、新設は３基、取
替はなし。また、自治会間が離れて
おり、自治会の判断の難しい場所、
通学路は、自治会要望があれば町
管理防犯灯を設置。

【設置】　町、自治会
H14実績　町　　　　1,599,475円
H14実績　自治会　　609,600円(町
補助分)

【管理】　　町、自治会

【設置】　町、自治会
H14実績　　自治会　92,780円(町補
助分)

【設置】町、自治会（自治会からの申請
により町の全額補助によって設置する）
H14実績　自治会　1,725,150円(町補助
分)

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

久　居　市

協　議　項　目

関　係　項　目

 芸濃町防犯委員会

町内の自治会等より防犯灯設置要
望があれば審査後、設置する。

村内の自治会より防犯灯設置要望
があれば審査後、設置する。

【設置】　村

【管理】　村 【管理】　町、自治会

【修繕】　村

【通学路灯】　村　１５０基 【通学路灯】　　-

【防犯灯】　村　２９０基
　　　　　　　自治会

防犯灯設置補助等

※協議会協議項目

※市から津市防犯協会へ補助金を出
し、協会からの補助として出してい
る。
　現在の総設置灯数は把握出来ない

※自治会管理以外は市が設置・管
理

市内の自治会等より防犯灯設置要望
があれば審査後、補助する。

安濃町防犯委員会

市民活動分科会

-

・委員数４０名
・任期２年
・ボランティア４０人×６，９００円
（委員報酬ではない）
・会長１名、副会長１名
　監事１名
　顧問は市長、市議会議長、久
居警察署長
・夜間パトロールを中心とし、青
少年への指導並びに道義心の
啓発昂揚を行っている。

・委員数３１名
・防犯連絡員11名（警察が委嘱）
・地域安全パトロール運動推進
事業を実施している。

・委員数１７名
・町長が選任する者で組織
・防犯活動全般について活動し
ている。

・委員数２７名
・報酬無し
・委員長1人、副委員長2人、支
部長4人、副支部長4人
・広報・啓発活動、警察等の行う
防犯活動に対する協力などを
行っている。

各市町村防犯協会
事務

津市防犯協会 久居市防犯委員会

芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

専　門　部　会 市民部会

津　　　　市

【防犯灯】　町　７３基
　　　　　　　自治会
　　　(１灯10,000円補助)
　　　(取替１灯5,000円)

【防犯灯】  町管理　約１００基
　　　　　　　自治会
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【通学路灯】　　-

【街路灯（水銀灯）】　区　１８基
　　（上限1基につき5万円補助）

防犯協会への補助はしていない。※町設置分電気料は、月４万６千
円から５万円

地元において設置し、管理してい
る。

【防犯灯】　町　９３６基（集落間）
　　　　　　　地元集落
1/2以内（限度額2万円）補助

【電気料】　自治会

【管理】　自治会【管理】　防犯灯は自治会、街路灯・
通学路灯は町

【管理】　町(集落間)、地元集落

【設置】　町、区

【電気料】　町、区
H14実績　町　534,298円

香 良 洲 町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
様式４

【修繕】　町、区

【管理】　町、区

自治会より防犯灯設置要望による。

【通学路灯】　町　９０基

【街路灯（水銀灯）】　町　２７基 【街路灯（水銀灯）】　地元集落　５基

【通学路灯】　　-【通学路灯】　　-

　集落内の新設は町で設置、地元
管理
 (H15年度より集落内新設は地元設
置、地元管理)

【電気料】　防犯灯は自治会、街路
灯・通学路灯は町
H１４実績　町　306,290円(通学路灯)

【修繕】　自治会

【電気料】　町(集落間)、地元集落
H14実績　町　2,325,495円

町内の自治会等より防犯灯設置要
望があれば審査後、設置する。

※街路灯の村管理については、街
路灯に観光案内表示をしているた
め、電気代及び維持管理経費を観
光協会経由で支出している。（電気
代は、年間約100,000円）なお、設置
についても村が設置した。（設置経
費１基当たり200,000円）

-

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

一　志　町

調　整　の　内　容

町内の区会より防犯灯設置要望が
あれば、審査後、補助する。

８．新たに制度を制定する。（合併と同時）
９．

－ － - 事業内容、組織の一本化を図り、また関係する警察署との調整を行っていく。

調整の具体的内容
美　杉　村白　山　町

【防犯灯】　町　６２基
　　　　　　　区　１４０２基
　　（上限1基につき1万円補助）

【修繕】　町(集落間)、地元集落
H14実績　町　512,517円

【修繕】　防犯灯は自治会、街路灯・通
学路灯は町
H14実績　町　187,740円(通学路灯)
H14実績　自治会75,100円(防犯灯補助)

【設置】　防犯灯は自治会、街路灯・
通学路灯は町
H14実績　自治会　514,100円(町補
助金)

【街路灯（水銀灯）】　　村　１１基

【防犯灯】　自治会
　　　　　　　1/2以内補助
(1自治会補助額50,000円限度)

【防犯灯】　自治会　1,274基

【設置】　町(集落間)、地元集落
H14実績　町　517,377円(集落間)

【設置】　自治会
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10

11

12

13

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

協　議　項　目 専　門　部　会 市民部会

関　係　項　目 分　   科　   会 市民活動分科会

-

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町
-

- - -

 - -

-

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

市民や市民活動団体が利用しや
すく、また市民ニーズにあった
サービスの提供が望まれており、
住民による社会貢献活動を支援
するために市民活動団体へ委託
し、市と市民活動団体が役割分担
のもとに運営を行っている。

市域を対象とした地域の振興、
活性化を目的とした団体の共用
事務室等としてポルタ久居の一
室を提供している。

-

様式４

市民活動センター
運営管理業務

--

-消費生活モニター
制度

モニターの方から広く消費生活に
関する意見、要望、苦情及びアン
ケート調査等による情報の収集を
行い、市民の意向を反映した適切
な消費者行政の推進を図ってい
る。

- -

市政モニター制度 期間中に市政モニター会議を７回
程度開催し、市政全般の意見・要
望をもらうほか、市の重点施策
や、その時々の具体的な課題に
ついて話し合い、市政に対する意
見・要望について市政モニター通
信を随時提出してもらっている。ま
た市からのアンケート調査の協
力・市が主催する講演会や研修
会への出席を依頼している。

-

コミュニティ施設整
備計画

市民の地域での活動は自治会活
動が多く、生涯学習活動ともいう
べき文化活動・福祉活動・ボラン
ティア活動等をより盛んに活動し
ていただき、活動を通じて地域住
民が親しくなり、地域が活発化ま
た活性化させることにより市民活
動としての成長させていくために、
コミュニティ施設を設置している。

- -

-
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- - - -

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

-

調　整　の　内　容

１０．津市の例により調整する。（合併と同時）
１１．現行のまま新市に引き継ぐ。
１２．津市の例により調整する。（合併と同時）
１３．廃止の方向で調整する。

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

-

一　志　町 白　山　町

- 新市に移行後、モニターのあり方を見直し、広域化に伴う運営のあり方を検討する。

新市に移行後、事業のあり方を見なおし、参加人数を増やして実施していく。

香 良 洲 町

- -

-

調整の具体的内容

美　杉　村
- -

- -

-

-
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16

17

18

会館運営管理業務 市民の地域活動及び文化活動等
の重要な交流の場として気軽に
利用できるように６ヶ所の会館を
設置し、管理運営を行っている。
会館管理は管理人（非常勤）に委
託している。

- - - - -

-

様式４

市民部会

- -市民センター運営
管理業務

市民及び市民活動団体が施設を
利用することにより、市民活動の
活性化が図られるよう、市内３ヶ
所に市民センターを設置してい
る。
センターの運営管理は地元の運
営委員会に委託しており、地元住
民との交流に力を注いでいる。

- -

- - -三重県消費生活講
座受講生旅費支給

- - -

専　門　部　会協　議　項　目

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

分　   科　   会 市民活動分科会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目
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- 〇各センター
　集会所等10施設：地域活動の
拠点施設となっている。運営管
理は出張所等職員。
　一部施設は、地元住民が主と
なり会館管理協議会を設け、管
理運営を行っている。

- -

香 良 洲 町

-

- -

-

１６．現行のまま新市に引き継ぐ。
１７．現行のまま新市に引き継ぐ。
１８．廃止の方向で調整する。

　消費生活のトラブルが増加・多
様化するなか消費者自らが知識
を得、自己責任に基づいて行動
できる環境をつくること、またそ
のリーダー的存在を育成するた
めに、消費生活講座受講推進に
必要な旅費を支給し、受講の推
進を図る。廃止の方向で現在検
討中

-

-

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調整の具体的内容

美　杉　村一　志　町 白　山　町

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

調　整　の　内　容
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